博士後期課程担当教員資格審査報告書


とりだい　たろう

氏　　名
鳥大　太郎
生年月日
１９○○年○○月○○日

所属及び
○○工学専攻○○工学講座
資　　格　　　研究指導准教授
１．経歴

学歴および職歴は，別紙調査書に記載の通りである．
２．研究業績
鳥大太郎氏の研究業績は別紙調査書に記載の通りであり，○○の解析に基づく機能化を主軸として，○○の開発や○○社会の構築に役立つ新手法の提案など様々な分野に研究を展開している．
（１）○○の位置選択的な化学修飾と○○の特性解析（論文1, 2, ・・・）

　○○は地球上で最も大量に生産されている○○であり，その新規機能材料化には「○○をすること」が鍵となる．この問題に対して，○○に導入するという独創的な○○により解決策を提案し，続いて○○することに成功している．このような○○の考察と○○の基礎に基づき，○○での○○の制御にも挑戦し，世界で初めて○○を作製した他，特異な○○にも成功している．この基本プロセスはその後も発展が著しく，本年度には国際誌の表紙を飾っている．
（２）○○による○○の調製（論文6, 8, 9, ・・・）

　○○により産出される○○を○○と複合化させることにより，○○の開発に成功している．さらに，○○法により，○○の抑制を達成し，○○用の○○の作製にも成功している．

　・・・

３．資格審査結果
　鳥大太郎氏は，既に工学研究科○○工学専攻○○工学講座における研究指導補助准教授資格があり，上記の業績を考慮した結果，研究指導准教授として適任であると判定する．
　以上，鳥取大学大学院工学研究科教員選考規則第4条第3項に基づき報告する．
２００○年○月○日
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